
大阪都心地域（大阪市）において、主要渋滞箇所数が７１箇所と大阪府域で
最も多く、現在対策実施中は３６箇所となっています。

渋滞対策
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大阪府域の渋滞状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推進を図
ることを目的に、大阪地区渋滞対策協議会を開催するとともに、管理してい
る道路の渋滞対策を実施しています。

渋滞対策
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対策内容：合流車線の拡幅、左直・右直混用レーンの設置

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～渋滞対策 ～国道２６号北島局所渋滞対策～
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事業区間：大阪府大阪市 住之江区西住之江2丁目～堺市堺区鉄砲町

延 長：0.5km

北島交差点～大和川大橋南詰交差点間は、阪神高速６号
大和川線（鉄砲ランプ）や阪神高速１５号堺線（住之江ラン
プ）に接続する区間であり、交通量が多いことに加え、これら
のランプからの合流や左折時の横断歩行者待ち等により交
差点の通過に時間がかかり、渋滞が発生。

国道26号
北島局所渋滞対策

大阪府

至 和歌山県

至 大阪市街

北島交差点の渋滞状況（和歌山県方面を望む）

至

大
阪
市
街

至

大
阪
市
街

す み の え に し す み  の   え て っ ぽ う ちょう

国道２６号北島交差点～大和川大橋南詰交差点間において、阪神高速ランプか
らの合流車両との輻輳や、交差点左折時の横断歩行者待ちによる車両滞留が渋
滞要因であるため、合流部分での車線拡幅や左折直進混用レーンの設置などの
対策により渋滞の緩和・解消を推進しています。

位置図 概 要

左折待ち車両による
直進車両の通行阻害

住之江ランプ出口からの
安全・円滑な合流の妨げ

右折待ち車両による
直進車両の通行阻害

左折待ち車両による
直進車両の通行阻害

直進車
右折車・左折車

262626
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北島

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰

住之江
ランプ出口１５ 大和川大橋 至

和
歌
山
県

左直混用レーンの設置

左直混用レーンの設置

右直混用レーンの設置

合流車線の拡幅

262626
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北島

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰

住之江
ランプ出口

直進車
右折車・左折車

１５ 大和川大橋 至

和
歌
山
県

対策位置図

現 況

対策後

きたじま

渋滞状況：

26

26

１５
６

６

42 北島

大和川大橋北詰

大和川大橋南詰

住之江ランプ出口

住之江ランプ入口
N 至 大阪市街

至:和歌山県

写真

平面図

鉄砲ランプ出入口



ルート検索時に対象区間が含まれる場合と通行した際に、混雑情報の周知と
迂回ルートへの経路変更を促すことでの渋滞緩和を目的とした社会実験を行
いました。

渋滞対策 ～ＴＤＭ施策の実施～

■配信内容：迂回ルート案内・混雑情報の提供
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②混雑情報

①迂回ルート情報

DＸ MＸ



現状の課題に対し、デジタル技術を活用した新たな道路交通のモニタリン
グ手法を導入し、より効率的な交通マネジメントを行うため、社会実験を
実施します。

DＸ MＸ
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現状のモニタリング手法

CCTVカメラ

■ＣＣＴＶは場所が固定され、また、全延長をカバー
 できていないため、モニタリング体制が不十分

■情報伝達に伴うタイムラグが生じる

■人為的であり間違い、見落としが生じる可能性
 また、監視等を行う人員確保が必要

パトロール ＣＣＴＶ 渋滞監視員

臨機、柔軟に場所を変動できる
少ない台数で広い視認範囲

リアルタイムに情報伝達

ＡＩ等のデジタル技術を使い、正
確に道路交通状況等を把握

期待されるモニタリング手法現状での課題

現地の車両滞留最後尾に滞
留長確認のための人員を配置
（CCTVで確認不可の場合）

監視員管理延長に対するＣＣＴＶカバー率約4割(R5.6現在)
※CCTV計測カバー率：設置したCCTVカメラで見通すことができる道路の延長/道路延長

交通マネジメントの取組



道路分野におけるカーボンニュートラルの取組として、路上にＥＶカー
シェアリングステーションを設置し、鉄道とＥＶカーシェアの組み合わせ
によるＣＯ２排出の削減等や、交通利便性向上、災害時の有効活動の検証
を行います。

GＸ MＸ
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〇実験箇所：大阪府大阪市北区梅田・福島区福島

国道２号の道路上３箇所 など

※さらに上記３箇所の近傍で２箇所追加する予定です。

〇運営車両：電気自動車 車種：小型自動車又は軽自動車

（道路運送車両法に基づく）

〇運営方式：車を借りた場所と返す場所が同じ方式

〇運営時間：０：００～２４：００（２４時間）

〇実験主体：道路空間を活用したＥＶ路上カーシェアリング

 社会実験協議会

国交省、大阪府警察本部、大阪市、実験参加者、
梅田２丁目振興町会、西阪神桜橋商店会、福島連合町会

おおさか きた うめだ ふくしま

実験概要
レール×路上EVカーシェア

×EV 

EV路上
カーシェアリング

EV

鉄道駅自宅

ガソリ
ン

自宅

CO2

CO2

鉄道駅

レジャー

買い物

ビジネス

レジャー

買い物

ビジネス

従来

ＥＶ路上カーシェアリング

CO２排出量の削減

防護柵

普通充電器
P-BOX

チェーンゲート

歩
道

駐車区画

車
道

イメージ図 【設置】 【配置】

カーボンニュートラル実現に向けた取組


